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1. 緒言 

 本校では，平成 25 年度から６年間にかけて「自らよりよい未来を創る生徒の育成」を研究テーマ

に掲げ，全校体制で研究を進めてきた。「自らよりよい未来を創る生徒」を育成するためには，能動

性や独自性を発揮することや仲間と協働することに重点をおき，創造的に考える力や創造的に考え

ようとする態度を育む学びが必要となる。このような学びを「創造的な学び」とし，本校英語科に

おいても指導法の研究を行った。これは，６年間の研究とその実践のまとめを報告するものである。 

 

2. 研究主題とそのとらえ 

2.1 研究主題 

国際的な視野を持ち，円滑にコミュニケーションを図ろうとする生徒の育成  

 －『創造的な学び』を通して 

 

2.2 研究主題のとらえ 

 「国際的な視野を持ち，円滑にコミュニケーションを図ろうとする生徒」を次のように定義する。 

・ 身に付けた知識及び技能を，実際のコミュニケーションの場で活用することができる生徒  

・ まとまりのある文章を通して自分の考えを相手によりよく伝えたり，相手の考えをよりよく

理解したりすることができる生徒 

・ 授業や実際のコミュニケーションに好奇心を持って自ら積極的に取り組むとともに，身に付

 けた力を実感し，失敗を恐れず，自信を持って実際のコミュニケーションに取り組むことがで

 きる態度を身に付けた生徒 
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【図１ 本校における単元の基本的な構成と「創造的な学び」との関連】 

3. 研究の構想 

 上記に挙げたような生徒を育成するために，本校英語科では「創造的な学び」として，次のよう

な指導を実践した。 

3.1 「創造的な学び」を支える３つの活動 

 本校英語科では，「創造的に考える力」と「創造的に考える態度」の２つを合わせて，「円滑なコ

ミュニケーション能力」と捉えており，その「円滑なコミュニケーション能力」を育むための学習

活動が「創造的な学び」であると考えた。そして，本校英語科における「創造的な学び」は，単元

全体や授業全体を通して行われるものであり，決して一単位時間の授業や，特別に設定された学習

活動において，単発的に行われるものではないと捉えた。 

 よって，「創造的な学び」を支える３つの活動である，「手がかりを見いだす活動」「考えを拡げ

る活動」「よりよいものへまとめる活動」という３つの活動を，各言語活動に区分することは難しい

と考え，図１の①～⑩に示されるように，「創造的な学び」を支える３つの活動が統合的に取り入

れられるよう，単元構成や授業設計，各言語活動を工夫することにした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 能動性と独自性の発揮 

 本校英語科では，能動性を発揮している姿，独自性を発揮している姿を次のように捉えた。 

〇 能動性を発揮している姿 

  生徒が large task に向かって自ら課題設定を行い，英語の授業だけにとどまらず，授業時間外

の学習においても，絶えず能動的に情報収集や試行錯誤を行い，創造的な思考や表現に結び付

けている姿 

〇 独自性を発揮している姿 

  他教科で学習した内容や高等教育などで用いられている考え方などに触れたり，他者の意見

や考えを聞いたり，議論したりする中で得られた情報や知識と自分の知識・技能や経験を組み

合わせ，新たなアイデアを生み出すことができる姿 

 そこで，能動性を発揮させるために，課題設定や解決を繰り返し実践したり，目標を達成できて

いるのか確認したりしながら，自己調整できるような授業設計の工夫などを行う必要があると考え

た。また，独自性を発揮させるためには，生徒自身がどのような姿が独自性を発揮している姿であ

small tasks 

● タスクの解決を通して，

基礎・基本の定着や，技能

の習得，異文化理解を図り

ながら，②新たな自己課題

を見いだしたり，③考えを

拡げたりする。 

middle task 

● 他単元や他教科で学んだ

ことを生かして，④表現の

幅を拡げる。 

● 他者の考えを取り入れる

ことで，⑤新しい考えに気

付いたり，それを基に意見

の発表や議論をしたりする

ことで，⑥考えを深め，よ

りよい考えにまとめる。  

large task 

● small tasks や middle task で

の経験を生かし，⑦自分の考

えを様々な視点から練り上

げ，⑧自分なりのよりよい考

えにまとめ，それらを基にコ

ミュニケーション活動を行

う。 

small task 

● 単元のあら

ま し や large 

task を把握し，

①自己課題を

見いだす。 

授業外 自分なりに自己課題を解決し，⑨新たな自己課題に気付く。また，授業の内容

を基に，⑩考えを拡げたりまとめたりする。 

授 

業 
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るかを理解する必要があると考えた。そこで，ＩＣＥモデルを用いたルーブリックシート（以下，

ＩＣＥルーブリックシートと呼ぶ）を生徒と共有し，教師だけではなく，生徒自身も自らが身に付

けた知識・技能や経験を評価するための工夫をすることとした。そうすることで，生徒自らが，積

極的に言語活動に取り組み，多様で異質な考えや情報などから必要な内容を選択したり，組み合わ

せたりすることができると考えた。  

 

3.3 協働の視点 

 「円滑なコミュニケーション能力」をより高めるためには，複数の学習者において役割と責任感

を持たせた上で，よりよい考えや意見を生み出す「協働的な言語活動」に取り組ませることが有効

だと考える。そこで，本校英語科では，「協働の視点」として，以下のことが重要であると考えた。 

心理的側面 「責任感」「協力心」 

 よりよい考えやものを創り出すという目的に向かって，二人以上の生徒がそれぞれの役割に

責任を持って協力し合うこと。 

行為的側面 「補完」「組み合わせ」 

 よりよい考えやものを創り出すという目的に向かって，二人以上の生徒が互いに知識・技能

や経験を補ったり，組み合わせたりすること。 

 協働的な活動では必ず各メンバーに役割がなければならない。それは一部の生徒の意見や考えに

偏ったものにならないようにするためである。なぜならば，よりよいものを創り出すには，議論を

重ね，様々な見方や考え方，情報，知識などを選択したり，組み合わせたり，補い合ったりしなけ

ればならないからである。このように，活動を活性化させるためには，それぞれのメンバーの考え

や情報，知識，さらに，独自の経験などがないと解決できないようなタスクにすることも必要と言

える。 

 さらに，各グループのリーダーを育成し，議論の進行をさせる中でメンバーの意見を引き出した

り，賛否を求めたりすることで，さらに拡がりが生まれ，活発な言語活動となる。そこで，本校英

語科では，「協働的な言語活動」として，主にジグソー学習を取り入れることで，多様で異質な情報

を生徒に与え，ホームグループとエキスパートグループに分かれ，それぞれが責任を果たすことで

新たな考えを創り出すことができ，円滑なコミュニケーション能力の育成に繋がると考えた。 

 

4. 研究の実践 

4.1. 「創造的な学び」を支える３つの活動 

 ⑴ タスク設定の工夫 

 本校における英語の授業は，タスクの達成に向けて構成されている。本校ではタスクを，「単

元を通して，または一単位時間ごとの学習目標達成を目指して設定される言語活動を伴った課

題」と捉えてきた。生徒は，タスクを達成する中で，自他の考えや意見を拡げたり，深めたり，

まとめるたりすることを求められ，それが「創造的な学び」を支え，円滑なコミュニケーショ

ン能力の育成に繋がると考えた。次は，本校が考えるタスクを設定する際の留意点である。 
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【表１ タスクを設定する際の留意点】 

ア 単元の中で，それぞれのタスクが関連し合っているか。  

イ そのタスクを成功させるために，生徒の知識・技能や経験が必要となっているか。  

ウ 生徒にとって身近な話題であったり，海外の実際の資料や情報等を扱っていたりしているか。 

エ そのタスクを達成するまでに，生徒自身が試行錯誤するような場面が設定されているか。  

オ そのタスクを通して身に付けた知識・技能や経験，また，態度は，次の単元や他学年等と関

連してくかが明らかか。  

 また，それぞれのタスクは単元を通して達成すべきlarge task，large taskを達成するために必

要な課題を解決していくsmall tasks，また，表１のイやオの考えに沿って，既習事項の活用を

促すための middle task として生徒に提示した。 

例えば，図２の様に構成された単元において，生徒たちは単元の１時間目に large task の解決

までの見通しを持つことで，自己課題を解決することや，タスクそのものを解決することに意

欲をもちながら授業に臨むことができた。そして，その後の small tasks を通して，新出の表現

や既習事項を活用したり，様々な情報を組み合わせたりして言語活動に取り組むことで，large 

task の解決のために必要な知識や技能等を多面的に身に付けることができた。さらに，躓きや

不安を感じる場合でも，対話や議論を通して級友と協力したり試行錯誤したりしながら，タス

ク達成に臨むことができた。また，middle task においては，その単元において学んだ新出表現

のみならず，既習事項や他教科で学んだ内容等の活用も図りながら，意欲をもって large task の

解決に臨むことができた。そして，large task においては，単元を通して学んだことや既習事項，

他教科の内容等を基に，自分なりの表現を行いながら，タスクの解決に臨んだ。さらに，単元

の１時間目に，後述するＩＣＥルーブリックシートを配付し活用させることで，生徒は自己課

題の解決を授業のみならず毎日の家庭学習でも取り組むようになった。 

large task ニック先生におすすめのアニメを紹介しよう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

small task 

● 単元のあらま

しの把握（ＩＣ

Ｅルーブリック

シートの活用） 

● ＡＬＴから生

徒への要望が書

かれた手紙の概

要把握 

 （概要：クリス

マス会で家族で

一緒に見るアニ

メについて助言

がほしい） 

● 手紙への返信

の初稿作成 

● 自己課題の設

定 

● 家庭学習の確

認 

small tasks 

● 新出表現や語彙の練習・理解（比

較級，最上級など） 

● 教科書本文の理解 

● 話す・聞く・読む・書く力の育

成 

● コミュニケーションを図ろうと

する態度の向上 

（ロジカルカードの活用）  

● 異文化理解 

● 各時の small tasks の解決 

（例） 好きなアニメのキャラク  

   ターを紹介しよう  

クラスで一番人気のアニ  

メを決めよう 等 

● 自己課題の解決と再設定  

middle task 

● 既習事項や他教科で学

んだ内容を想起させる言

語活動 

● ＣＰＳＩステップに基

づいて教師が作成した手

紙の読解 

 （概要：ＡＬＴが息子に

送るクリスマスプレゼン

トは何がよいか助言がほ

しい） 

● 読解した内容を基にし

た，手紙の返信内容につ

いての議論 

● ＬＡＦを用いた手紙文

の推敲 

● 議論を基にした手紙へ

の返信文の作成 
 

large task 

● small tasks を通して身に付

けた知識または態度，能力を

基にした，ＡＬＴからの手紙

の返信文の作成 

● middle task を通して身に付

けたり読解の視点を生かした

ＡＬＴからの手紙の内容把握  

● 把握した内容を基にした手

紙の返信文の作成や推敲  

授業外 授業で学んだ内容の復習と自己課題の解決，および large task で取り組む手紙文原稿への加筆・修正  

 【図２ 単元構成の例】 

 

授 

業 
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【図４ Learners Autonomy Flow（ＬＡＦ）のイメージ】 

 ⑵ ＣＰＳＩステップを活用した課題文作成の工夫  

 図２で示したような large task を解決させる中で，より円滑なコミュニケーション能力を高め  

るには，生徒に最適な制約（相手の意向や置かれた状況など，生徒の試行錯誤を促す情報）が

かかった表現活動を行わせることが有効だと考えた。最適な制約を与える際には，創造教育財

団が問題解決のステップとして提案する図３のようなＣＰＳＩステップに基づき課題文を作成

したり，情報を与えたりすることが有効である。 

 

 

4.2. 能動性・独自性を育む指導と評価の工夫 

 ⑴ 能動的に自己課題設定を行わせる指導と評価の工夫 

  ア 「ＬＡＦ」を用いた自己課題設定 

 能動的に自己課題設定を行わせるための工夫として，本校英語科が独自に考えた次の図４ 

のような学習形態「Learners Autonomy Flow（以下，ＬＡＦ）」を用いた。 

 

 

 

 

 

 「ＬＡＦ」を用いることにより，緒論で述べられている自己課題設定に必要な「インプッ  

ト」「プロセス」「アウトプット」の３つの段階を絶えず繰り返すことができ，よりよい自己  

課題設定が可能になると考えた。具体的には，まず，台北教育大実習生や大直高級中の生徒  

といった対象者に向けた発表を通して生じた問題を把握する（「インプット」の段階）。次に， 

生じた問題について，「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」「外国語表現の能力」「外  

国語理解の能力」「言語や文化についての知識・理解」の４つの視点を基に，それらの問題の 

解決に向けた課題を発見する（「プロセス」の段階）。さらに，発見した問題の解決を図るた 

めの練習（「アウトプット」の段階）に取り組んだ後，再び対象者に向けて発表する。それで 

も解決に至らない問題を，本単元を通して解決すべき問題と捉え，それらの問題の解決に向 

けての手立てを自己課題として設定している。 

  

イ 「ＬＡＦ」を用いた自己課題設定（実践例） 

 実際の授業においては，前単元の最終時に，次単元への見通しとして，「台北教育大実習  

生にお気に入り映画を紹介しよう」という large task を設定した。 

【ＣＰＳＩステップ】 

①Fact Finding（事実の発見） 

②Problem Finding（問題点の発見） 

③Idea Finding（アイデアの発見） 

④Solution Finding（解決策の発見）  

⑤Acceptance Finding（適応策の発見）  

【有効な課題文の条件】  

① 問題につながる事実が含まれている 

② 解決させたい問題が含まれている 

③ 問題解決に役立つアイデアや情報が含まれている  

④ 問題の解決策が複数存在する  

⑤ 問題に適応する解決策の考案が可能である 

【図３ ＣＰＳＩステップを活用した課題文作成】 
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 まず，生徒は，第１時に，家庭学習において，既有の知識や技能を活用して作成してきた 

原稿を基に，台北教育大実習生にお気に入りの映画紹介を「ＬＡＦ」を用いて行った。その 

中で，「インプット」の段階では，１回目の発表を基に，「発音や英文の正確性」や「映画 

の内容に関する情報量の少なさ」，「相手の質問に即興的に応じることができないこと」等を 

問題として挙げていた。その後，「プロセス」の段階で，問題を解決するための手立てを設 

定し，「アウトプット」の段階において，実際に辞書や参考書で発音や文法を確認したり， 

教師や級友の助言を基に，相手の質問に適切に応じるための原稿修正や音読練習等を行った  

りした。その結果，２回目の紹介場面では，１回目より自信を持って表現する様子が見られ  

た。また，相手の質問に適切に応じることができたり，相手の共感的な理解を得られたりし  

たことから，伝わった喜びを実感する様子が見られた。  

 以上のことから，「ＬＡＦ」学習を通して，自ら発見した問題やその解決のための質の高  

い自己課題を設定させることができました。また，授業と家庭学習との繋がりや，自己課題  

と単元の中で身に付けるべき知識や技能との関わりを意識させることで，主体的な学びの実 

現に繋がった。 

  

 ⑵ 円滑にコミュニケ―ションを図る能力を育む指導と評価の工夫 

 ア ＩＣＥルーブリックシートを用いた評価の工夫 

 表２は，本校英語科が考える large task におけるＩ，Ｃ，Ｅの各段階を示したＩＣＥモデル 

である。中学校学習指導要領の内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項のうち， 

「言語活動の取組」や「正確な聞き取り，発話，音読，読み取り，筆記」，「言語についての 

知識や文化についての理解」を Ｉ段階，「コミュニケーションの継続」，「適切な聞き取り， 

発話，音読，読み取り，筆記」をＣ段階と定義している。そして，本校英語科が各単元の large  

task における協働的な言語活動を通して育みたいと考える「円滑にコミュニケーションを図 

る能力」を具体的な生徒の姿で示したものをＥ段階としている。なお，Ｉ，Ｃ段階は，「CAN-DO 

リスト」の形での学習到達度目標と同じ位置付けであることから，各単元のＩＣＥルーブリ 

ックシート作成にあたっては，本校英語科が現在活用している「CAN-DO リスト」との関連 

を図りながら，表２のＩＣＥモデルに従って分類している。  

【表２ 本校英語科が考える large task におけるＩＣＥモデル】  

 

 

 

 

 

 

 

Ｉ Ｃ（=Ｉ+Ｃ） Ｅ（=Ｉ+Ｃ+Ｅ） 

○ 各単元で身に付けるべき基礎

的・基本的な知識・技能を習得

する段階 

【評価の視点】 

・ 言語活動への取組 

・ 正確な理解・表現 

・ 言語についての知識や文化に

ついての理解 

○ 推論や比較を通して，各単元

で身に付けるべき基礎的・基本

的な知識・技能と既習事項とを

統合する段階 

【評価の視点】 

・ コミュニケーションの継続 

・ 適切な理解・表現 

○ これまでに身に付けた知識・ 

技能や経験を生かして，実現可

能な提案をしたり新しい価値

を創造したりする段階 

【評価の視点】 

・ 能動性  ・ 独創性 

・ 論理性  ・ 一貫性 

・ 即興性  ・ 流暢性 等 
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【図５ ＩＣＥルーブリックシート】

】  

【図６ ジグソー学習における学習形態】 

 イ ＩＣＥルーブリックシート作成（実践例） 

 導入時に示したＩＣＥルーブリックシートを，各small taskにおいて，生徒の言葉に置き換 

えさせながらその共有化を図り，何ができるようになればよいのかといった理想の姿を持た 

せる工夫を行った。理想の姿の示し方については，教師が教科書本文を基本としながら，生 

徒に活用させたい表現を用いて，モデルスピーチ等を示したり，ＡＬＴとの連携を図りなが 

ら，完成例を映像として示し，それらに含まれるポイントに気付かせたり，海外のプレゼン 

テーションを取り扱った動画など 

を活用して，プレゼンテーション 

の中で工夫すべき点などに気付か 

せたりした。そのことにより，生 

徒はより具体的に，単元を通して 

「できるようになるべきこと」を 

明確に理解することができ，理想 

と現状とを阻む問題を解決すべく 

自己課題を設定し，主体的な学び 

につなげることができた。 

 

4.3. 「協働」の視点を取り入れた指導の工夫 

 ⑴ ジグソー学習（実践例） 

 ジグソー学習は，アメリカの社会心理学者であるエリオット・アロンソン（1994）が開発し 

た学習法であり，本校英語科では，この学習法を参考に，協働的な言語活動の一つとして位置 

  付けて研究を行った。基本的な流れとしては，図６のように， 

まず，ホームグループで与えられた課題の解決に向けたＡ～ 

Ｄの役割を決め，それぞれが同じ役割をもったエキスパート 

グループに移動して，責任を持って情報を集め，その情報を 

ホームグループに持ち帰る。そして，それらの情報を組み合  

わせたり，補完したり（協働の視点）して，それぞれのメン 

  バーの合意形成を基に一つの結論を出す。このように，ジグ  

ソー学習の手法を取り入れることで，生徒一人一人が活動に対する自らの役割と責任（協働の  

視点）を自覚させたいと考えた。 

  その上で，生徒に互いの知識・技能を基に，各グループで協働  

的に関わらせ，よりよいアイデアを練り上げることができると  

考えた。さらに，合意点を探るための話し合いを活性化させる 

  ための手立てとして図７の「コンセンサスサークル」の活用が 

効果的であると考えた。これを用いることで，個人の考えや意 【図７ コンセンサスサークル】 

A 
B 

C 

D 
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  見がグループにどのように反映されているかを可視化することができる。活動の様子を俯瞰し， 

  進捗状況を客観的に把握したり，教師やチームリーダーは合意点を決定する際に，多数意見に 

批判的な考えや意見を与えたり，少数意見を積極的に引き出したりすることで，知的コミュニ 

ケーションの活性化を図った。 

 

【表３ 本校英語科におけるジグソー学習のステップ】  

学習の流れ 活動の目的 
実際の活動 

large task「附属中の価値ある伝統を紹介しよう。」 

Step1  

・ エキスパートグル
ープ活動に向けて
課題解決のための
役割等を十分に理
解できている点と
できていない点を
明確にさせる。 

１ チームリーダーを中心に，「掃除文化」を取り
上げ，将来，校内の掃除はだれがすべきかを決め
るという目的・対象・方法を明らかにし，情報収
集のための役割分担を行う。 

 【チームリーダーの役割】 

  ○進捗管理  ○外部知  ○メンバー支援 

  ○環境つくり等 

※ 役割については，授業外での指導も行う。 

Step2  

・ 各エキスパートグ
ループにて，互いに
協力しながら，自分
なりの意見に対す
る理由や根拠を明
確に持てるように
させる。 

※ 各エキスパート
グループでの活動
（対象） 
A インターネット電話 

  （台北教育大生） 
B 電話 

  （鹿児島大学生） 
 C ビデオレタ－ 
  （台北教育大生） 
 D 手紙 
   （ＡＬＴ） 

１ エキスパートグループ内のチームリーダーを
中心に４技能を統合的に活用しながら，ホームグ
ループの目的に必要な情報を収集していく。 

 ※ 傾聴の視点から，与える情報作成にＣＰＳＩ 

  ステップを活用し，情報の背景にまで目を向け 

させる。 

※ 獲得した情報をキーワード化（要約）して， 

ホームグループ内で，情報の復元をさせる。 

 【内容理解を確認する教師の関わり】 

  ① 事実発問  ② 推論発問 
  ③ 評価発問 

※ Ａ～Ｄの活動によって獲得した情報を深く
理解させたり，理解を確かめたりする。 

２ 協働の視点（心的側面：協力・責任）を大切に 

 する。英語の苦手な生徒も，協力することで自信  

を持ち，ホームでの役割から，責任感を感じ取ら 

せる。 

Step3  

・ ホームグループ 

において，リーダー 

を中心とし，グルー 

プのメンバー全員 

の意見を反映させ， 

合意形成を図らせ 

る。 

 

 

１ チームリーダーを中心に，持ち寄った情報を比
較したり，批判したりしながら，コンセンサスサ
ークルを用いて合意形成を図らせる。 

※ 知的コミュニケーションの状況を可視化する 

 ことで，教師は支援的に関わったり，批判的に 

関わったりすることで，試行錯誤を促させる。 

チームリーダーもまたこの役割を担う。 

 

２ 持ち寄った情報（キーワード）を示しながら， 

 簡潔にやりとりを行わせる。 

 ※ Kiss (Keep it Short and Simple)を意識させ，相
手が理解しやすいように簡潔に表現させる。 

※ 「推論する」「引き出す」「要約させる」質問 

 や表現などを用いさせ，知的コミュニケーショ 

ンを活性化する。 

  例 You mean… / Sorry, in easy way please… 

 

３ 協働の視点（組み合せ・補完）を大切にする。 

※ 持ち寄った情報を組み合わせたり，補完した
りして新たな考えを見いださせる。 

 

 

 

 

 

 

【合意形成が図られた考え】 

１班：危険な箇所はロボット，その

他は人間が作業をする。（安全

性＋効率化＋学校への感謝を

学ぶ機会） 

２班：動物に掃除をさせる。  

（安全性＋学校生活のスト  

レス軽減のための動物セラ  

ピー） 

           など 
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5. 研究実践からの気付き 

・ タスク設定の際には，単にタスクを提示するのではなく，ＡＬＴや身近な外国人，または，外

国の動画や実際の広告やポスターなどを用いて，生徒が実践的に英語を使ってコミュニケーショ

ンをとる必然性を感じ，コミュニケーションへの意欲をもたせる必要があると感じた。 

・ 課題文作成だけでなく，資料の準備や発話の内容，授業構成など，授業全般において，このＣ

ＰＳＩステップを用いることで，生徒の思考錯誤を促すことができた。 

・ ＩＣＥルーブリックシートを活用して，理想の姿を明確にさせた後，middle task において再度

「ＬＡＦ」学習を行わせたところ，生徒同士のアドバイスや個人の課題設定に広がりや深まりが

見られた。つまり，「ＬＡＦ」学習を複数回設定することや理想の姿を共通理解することがよりよ

い学びへとつながると考える。 

・ 理想の姿を見いだすことは難しく，何をもって良いとするかを考える必要があり，教師自身が

高い意識を持って，英語と向き合ったり，教科書題材の分析を深く行ったりする必要がある。つ

まり，設定する理想の姿が高まらなければ，生徒がそれ以上に伸びる可能性は低くなってしまう

といった意識を教師自身が持つ必要がある。 

・ 最終的にインターネット電話を活用し，台北教育大実習生に発信したところ，驚きと共に共感

的な反応が得られた。しかし，今後は更に批判的な反応をしてもらうことで，よりよい考えへと

試行錯誤が継続され創造的に考える力や態度の育成につながると考える。 

・ 他者の考えに傾聴しすぎると，独自性を失う可能性が高いため，本活動の後に必ず個に戻し，

スピーチ原稿作成等を行わせ，様々な考えや意見を基に自分の中での合意形成を図らせる必要が

ある。また，その文章や発表からＩＣＥルーブリックシートを活用した評価を行う必要がある。 

 

6. 終わりに 

 「創造的な学び」を研究，実践していく中で，教師が生徒のどのような力を伸ばしていきたいか

を明確に把握することが大変重要であると再認識した。そして，生徒自身にも理想とする姿をイメ

ージさせることが学びに向かう力を高め，よりよい学びとなっていく。生徒の主体的な学びが継続

して実践できるよう，これからも生徒の実態に合わせて新たな指導法を模索していきたい。  
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